
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２９日、「さくらカード

をよくする会」は熊本市に対し

て、さくらカードの改善を求め要

請を行いました。 

要請項目は、① 高齢者のさく

らカードを改悪せずに現状を維

持すること、② 障がい者につい

ては、１割負担を無料とし、見せ

るだけで乗車できるおでかけパ

ス券とすることを求めました。 

要請には、さくらカードの利用

者、また就労支援事業所の関係者

高齢者・障がい者の社会参加を支えるさくらカード 

利用制限など後退させることは許されない！！ 

ＮＯ．１１１８ 
２０１８年１１月４日号 
電話 ３２８－２６５６ 
FAX ３５９－５０４７ 

熊本市中央区手取本町１-１ 3 階 

下位   

メール：kumamsu@gamma.ocn.ne.jp 
HP：http://www.jcp-kumamoto.com/ 
 

 

障がい者は カードへのチャージができず利用しづらい… 
１割負担を無料とし、パス券の復活を！ 

など多くの市民が参加し、現

状とともにさくらカードへの

思いを語り拡充を求めまし

た。市議団も参加し、要求の

実現に向け交渉を行いました 

 交渉では、「さくらカードがあ

るからこそ、通院ができ、買い

物など外出ができている。改悪

をしないでほしい。」「署名を集

めている際には、さくらカード

がどうなるのか不安の声が多く

寄せられている。市民の声をし

っかり聴いてほしい。」「８９

歳の被爆者として、被爆体験

を語る際など、さくらカード

を利用しでかけている。現行

制度を後退させないでほし

い」など、多くの思いが寄せ

られました。 

 

 障がい者の利用者からは、

「ＩＣカードとなり、残高不

足でもチャージができず運

転手から怒られたこともあ

った。声も出せないまま、利

用しづらい状況。見せるだけ

で利用できるおでかけパス券の

復活を求めたい」「１割負担とな

り、就労支援施設に通う交通費

が大きく増えた。無料に戻して

ほしい」など、切実な声が寄せ

られました。 

【
控
え
室
か
ら
】 
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さ
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た
メ
ッ
セ
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や
ま
べ
ひ
ろ
し 

 

去
る
１０
月
２７
、
２８
日
、
地
元
武
蔵
校
区
で
「
む
さ
し
秋

フ
ェ
ス
タ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
子
ど
も
た
ち

を
中
心
に
昔
遊
び
や
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
行
事
を
通
じ
て
地
域

の
交
流
を
は
か
る
も
の
で
す
。
か
れ
こ
れ
２０
年
近
く
に
亘
る

地
元
の
恒
例
行
事
で
す
。 

 

初
日
、「
前
夜
祭
」
の
メ
イ
ン
は
校
区
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
三
角
紙
灯
ろ
う
や
牛
乳
パ
ッ
ク
灯
ろ
う
の
『
武
あ
か
り
』

で
す
。
今
年
は
こ
れ
ま
で
最
高
の
１
５
０
０
個
も
の
灯
ろ
う

が
用
意
さ
れ
、
と
て
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
展
示
と
な
り
ま

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
風
で
ろ
う
そ
く
の
火
が
吹
き
消

さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
癒
し
の
と
も
し
び
が
会
場
全
体
に
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

ど
の
灯
ろ
う
も
、
き
れ
い
な
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ラ
ス
ト
で
彩

ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添

え
て
あ
り
ま
す
。
「
が
ん
ば
ろ
う
熊
本
」
、
「
絆
」
、
な
ど
震
災

復
興
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
中
で
も
「
あ
り
が
と
う
」
や

「
感
謝
」
と
い
う
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 
熊
本
地
震
発
災
か
ら
２
年
半
。
復
興
は
ま
だ
ま
だ
、
緒
に

つ
い
た
ば
か
り
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
被
災
者

の
最
後
の
一
人
に
ま
で
寄
り
添
っ
た
支
援
。
大
型
開
発
や
ハ

コ
物
で
は
な
い
、
そ
う
し
た
姿
勢
を
し
っ
か
り
と
中
心
に
据

え
た
復
興
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

大西市政のさくらカードの見直し

方針（行財政改革計画より） 

制度対象の範囲や所得制限・利用

額の設定などについて、継続的に、

そのあり方を検討する。 
 

利用者と一度も会わない大西市長。直接声をきくべきです。 

 三角市長、幸山市長が利用者と

直接面談を行ってきたことに対

し、大西市長はまだ一度も利用者

と面談を行っていません。市長と

して直接会い、切実な声を受け止

めるべきです。 



 

 

 

 

 

 

年金が減り続ける中で、後期高

齢者医療保険料は、10 年間行われ

てきた軽減特例見直しによって、

2017 年度 3 億 8000 万円、2018

年度 3億円の負担増が押し付けら

れました。保険料負担に高齢者が

悲鳴を上げるのも当然です。日本

共産党市議団へも、昨年度は「保

険料が何倍にも上がった」という

電話が相次ぎ寄せられました。 

 

 

熊本県後期高齢者医療広域連

合の特別会計（医療費の会計）決

算は、毎年黒字を続けています。

上野議員は「毎年 100 億円を超え

る大幅な黒字を活用し、保険料の

引き下げを実施すべきではない

か」と、大西連合長に質しました。 

 

 

 

 

 

 

 

後期高齢者医療制度は、制度開

始にあたり、「姥捨て山」という批

判の中で、激変緩和措置を行わな

ければ、スタートすることができ

なかったという欠陥制度です。 

大西連合長は「保険料が上がる

のは一部の人だから」と答弁しま

したが、保険料が払えない高齢者

の実態を見るならば、負担増の痛

みを感じるべきです。 

 

 

「保険料を引き下げれば、現役世

代の負担が増えるので、引き下げ

は難しい」と大西連合長は答弁し

ましたが、現役世代に新たな負担

を求めるのでなく、115 億 5500 万

円に上る決算剰余金、黒字分を使

い保険料の負担軽減を実施すべ

きです。 

 

 

 

 

 

熊本地震の発災から２年半で

す。９月末現在、プレハブ仮設・

みなし仮設の入居は、10,843 世帯、

24,580 人おられ、困難を抱えなが

らの生活です。自宅での生活も復

旧に困難を抱える人が多数です。

医療関係者のシンポジウムでは、

益城町の医師から、地震発生後は、

被災による医療提供体制ならび

に被災者の住環境の変化などに

よって、精神的・肉体的ストレス

が高まり、健康な人でも体調を壊 

 

 

広域連合では「後期高齢者医療

に関する条例」に基づく保険料減

免や、要綱に基づく一部負担金の

減免や免除を定めています。 

 しかし実際には、医療費の一部

負担金の減免や免除の適用は、1

件もありません。 

 

 

 

 

 

し、慢性疾患の方は病状が悪化す

るなど、地震によって被災者の健

康が阻害されている様子が報告

されています。 

 上野みえこ議員は、被災者への

医療費減免の復活を求めました

が、大西連合長は「復活は難しい」

と答弁しました。 

仮設住民等から県に対し、2 万

人を超える署名も届けられてお

り、被災者の声に応えた、減免復

活が求められます。 

 

 

 保険料減免についても、生活保

護開始に伴うものを除けば、ごく

わずかです。これら一部負担金や

保険料減免 

の適切な運 

用を求めま 

した。 

高齢者への保険料負担増6.8億円、痛みを感じない冷たい大西連合長 

【熊本県後期高齢者医療広域連合・2018年 10月議会報告】 上野みえこ 

特別会計決算への質疑（保険料の負担軽減）や一般質問（災害減免の復活、一部負担金・保険料の減免）を行いました 

相次ぐ保険料の負担増に、高齢者も悲鳴 
熊本地震における医療費減免の復活に背を向ける大西連合長 

医療費の一部負担金減免ならびに保険料減免の適切な実施を 
毎年 100億円を超える黒字で、保険料の引き下げを 
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